











                                         
 １．総論～はじめに 
   「一帯一路」の背景 






  ⑥一帯一路と運命共同体論 
  ⑦ユーラシア・グループ、イアン・ブレマー代表の「中国戦略論」と宇野弘文博士の
「人間の経済」理論、渋沢栄一の「論語と算盤」理論と一帯一路   
   
 ２．各論～シルクロード陸の拠点「西安」と海の拠点「天津」の動向 
  ①シルクロード陸の拠点・西安と「一帯一路」北京会議 




  ①地政学からの視点 
  ②アジア・ユーラシア物流革命時代の到来 
 
１．総論～はじめに 
  「一帯一路」の背景 
①経済発展軸のユーラシアへの回帰、アンガス・マデイソンの GDP推計（1820～2030） 
 アンガス・マデイソンの GDP推計によれば 200年前の 1820年には中国の世界に占める
GDPは 32.9％、インドが 16％、アジア全体で 59.3％と約 60％を占めていた。これに対し、






が 27.3％、西欧 26.2％、日本 3％と先進国が 59.9％と逆転した。 
2003年には中国 15.1％、インド 5.5％でアジアは 40.5％、米国 20.7％、西欧 19.2％、日
本 6.6％で先進国 49.6％となった。 
 12年後の 2030年には中国 23.8％、インド 10．4％、アジア全体では 53．3％、米国 17.3％、





だ。かれらはいわゆる目に見えない中國国家（Invisible State of China）、仮想現実国家中




























































からぬ影響を与えているのではと見ている。SCOの 20 年近い貴重な知験が BRI の設立と
運営に役立っているのではないだろうか。                          
 
⑤第３の物流革命～北極海・氷上シルクロードの出現  










ア北極海ヤマル半島 LNG 基地建設には日本の日揮。自走 LNG 砕氷船建造には韓国・大宇
造船所が参加。LNG 船運航には中国海運と日本の大阪三井商船が参加。ロシア、中国、韓





















スミスの国富論の“There is no wealth,but life”の「富を求めるのは、道を開くためである」



































































                   
②アジア・ユーラシア物流革命時代の到来 
 既に検証してきたように 1820年代は中国、インド（Chindia＝筆者の造語）、アジアで世


























 まさしく物流でユーラシアを制する者が世界を制する。「一帯一路」物流戦略は 19 世紀
のスエズ運河、20 世紀のパナマ運河に続き、アジアからヨーロッパにまたがる世界最大の
版図のユーラシア大陸（5070 万 KM2,陸地面積の 34.1%）、地続きのアフリカ大陸（2920
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